









































































































































































































































































































































































たのは,この 『造 られた神のイメージ』に対 し







































































































































































































































































































































































































































































































































本来キリス ト教の信仰 とは,所属 している民
族や文化から個人を引き離すのではなく,民族
文化の個別性 ･特殊性に深 く根ざし,その精神
構造を内側から新 しくしていく価値観,エネル
ギー,生命力を生み出していくものであり,ユ
ニークな文化をより個性的に創造･発展させな
がら,普遍性に向かって開花させていくことを
可能にするものでなければならない｡日本人が
キリス ト教信者になるということは,つまり独
自に個性的な日本人であるクリスチャンになる
ということである｡このためには正統的,伝統
的な宗教感覚の枠組みからは,一見,非宗教的
のように見えるが,実は真に宗教的であるもの
を探っていこうとする信仰の斬新な把握と,自
分自身の内面深 くに降りてキリス トと出会う道
を探 り求めること (武田,1973)が求められて
いるのだが,既存の正統派キリス ト教教会の中
で,それを実現させるには,まだまだ困難な状
況があるのだろう｡だからこそClは,カウンセ
リングという新たな枠組みを必要とし,カ トリ
ックの神父との個人的な関わりは持てるように
なっても,カ トリックの教会コミュニティへ入
っていくことには消極的であったのだろう｡
Clが抱えねばならなかった問題と,それを乗
り越えるためにたどったプロセスは,既成の宗
教が力を失い,西欧合理主義と古来の日本的精
神文化 との相克に晒され,｢内面的な孤独｣の
中で生きる現代の我々日本人にとっても,いか
にして自分の内奥にある宗教性に触れ,元型的
イメージとの生きた関わりを回復 して行ったら
よいのかという問題に通 じる,多 くの示唆を与
えてくれるもののように思えてならない｡
以上今だ考察 し尽せない,豊かなマテリアル
がたくさん残っていることを痛感 しながら,そ
れは今後の課題として,ここで本論分を閉じる
こととする｡
最後に本論分作成を了承 してくださったC1の
Kさんに,心よりの敬意と感謝を表 したい｡ち
なみにKさんは現在結婚されて,お子さんにも
恵まれて,元気に暮らしておられるとのことで
ある｡
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